
薬事日報　薬学生新聞

　宇野さんは、薬剤師免許を持ちながら、人の採用
や雇用にかかわる人事の仕事をしている。パート・
アルバイトや派遣スタッフだけでなく、インバウン
ド集客に対応するための外国人スタッフの採用のほ
か、障害者雇用といった正社員以外すべての採用の
主任担当者という大事な役割を担う。「どのような
取り組みをすればいいか、ありとあらゆることを率
先して自分で考えて実践していくのが仕事の面白い
ところ」と話すように、何をしたらうまくいくか、
その答えを自分で見つけてきた。
　例えば、障害者を採用する際には一人ひとりの個
性を理解するために、本人だけでなく両親や学校の
先生にヒアリングし、仕事をするに当たって苦手な
ことなどを把握。店舗での任務をスムーズにできる
ための的確な指示を大切にしている。
　薬を服薬している障害者の状況を必要に応じて把
握する場合もある。「私は薬剤師なので、処方箋の変
化で本人が自覚していない部分も医療人として理解
し、気づくことができる」と薬学のキャリアを生か
し、従業員の健康管理にも気を配る。このような宇
野さんのきめ細やかな取り組みが功を奏し、マツモ
トキヨシの中で障害者の活躍の場が広がっている。

　宇野さんは、京都
薬科大学を卒業後、
マツモトキヨシに入
社して今年で15年
目になる。友人など
は製薬会社のＭＲや

調剤薬局の薬剤師といった職を目指す中、「薬剤師
という専門性も持ちながら、その枠にとらわれない
活躍をするのが理想だった」と将来の明確なビジョ
ンを持っていた。
　ドラッグストアを選んだのは、大学時代にワイン
の試飲を勧めるマネキンのアルバイトをしていた経
験から、接客で結果を出すことに喜びを感じ、興味
を持ったのだという。「商品の魅力をどうお客様に

伝えるかが、ドラッグストアの面
白さ。調剤薬局では、自分の持って
いる専門性を患者様に伝えて信頼
関係を構築できる要素はあるが、
『お大事に』と声かけする顔よりも『こんにちは、お
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　ドラッグストア大手のマツモトキヨシ人事部採用課の宇野理江
さんは、仕事も子育ても趣味も全力で楽しむ“ワーキングママ”だ。
店舗での接客や店長業務などを経験し、現在は主にパート・アル
バイトや派遣社員、障害者雇用などの主任担当者として活躍。会
社を出れば２児の母として家事や育児をこなし、休日は家族で遊
びに行ったり、地域のイベントに参加する。「仕事と家庭の２足
のわらじの履き心地は？」と聞くと、「枠にとらわれたくないと
いう思いはもともとあって、結婚する時も仕事と家
庭を両立させることに全く不安はなかった。むしろ、
主人といろいろ相談したり、頑張っている自分を見
てほしかったので、１人でいるよりはずっと良い。
出産後も仕事を同僚のみんなと楽しみたいという思
いはぶれていない！」。そのように語る宇野さんの表
情はいきいきとしており、余裕すら感じられた。

薬剤師資格取得も
「枠にとらわれない」
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（12ページへ続く）
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